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が生成され，それが離散化されるというプロセスを  

考える．このプロセスは，一般的な枠組において，雑  

音が付加されたγをwと読みかえても，雑音が付加  

されたUをlγと読みかえて解釈してもよい．   

雑音 比率モデル雑音 ホ散化  

w  ⊥ v ＿＿＿→V ⊥。＿＿＿二．．＿．．。  

1 はじめに  

一対比較行列の測定値叫は，項目査の（未知の）  

真値ウェイトをぴiとするならば，測定誤差eiJを適  

当に定義することにより一般に叫＝J（ぴゎ叫，eiブ）  

と表現できる．比率モデルを採用し，かつ，加法形誤  

差を仮定すれば，叫＝（叫／ぴj）＋eiJ，乗法形誤差  

を仮定すれば，αij＝（叫／ぴJ）e‘jと表現できる・シ  

ミュレーション実験［1】により，加法形誤差の場合に  

はエントロピー法の，乗法形誤差の場合には固有ベ  

クトル法，幾何平均法の真値ウェイト推定能力が相  

対的に高いことが判明している．   

測定誤差eiJがいかなる分布に従うかを調べるた  

めに，最初に未知の真値ウェイトベクトルⅧを仮定  

した下で，一対比較測定値αiJに誤差が発生するメ  

カニズムを考察し（第2章），本報告ではその中でも  

一対比較測定値勒を離散判定レベルに固定化する  

際に発生する離散化誤差に注目して，その分布形を  

調べる（第3，4章）．  

（a）一般的なメカニズム  

比率モデル  農散化  

ll’・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・■■．1  

（b）本研究のメカニズム   

図1：心内誤差発生プロセス  

ぴ：真値ウェイトベクトル  

γ：真値ウェイトベクトルに対する   

摂動後ウェイトベクトル（γ＝J（叫e））  

Ⅴ‥γに対応する整合一対比較行列（叛＝町旬）  

U‥Vに対する摂動後一対比較行列（U＝ダ（Ⅴβ））  

2 誤差発生メカニズム   

（未知かもしれない）真値ウェイトベクトルぴの  

存在を仮定し，ぴとは異なるウェイトを推定してし  

まう元となる一対比較行列測定値Aが生成される  

だろうプロセスの一例を図1に示す。真値びが心  

の動揺などの理由により，γに変容し，γに基づく整  

合行列V＝（γ吏J）が生成され，Ⅴがさらに心の動揺  

などの理由によりU＝（叫）に変形してしまい，叫  

値が適当な離散値に固定されるという一般的なメカ  

ニズムを図1（a）に示す．   

本研究では図1（a）の一般的な枠組の中から，叫  

を離散判定レベルに固定化する際の離散化に基づく  

誤差の分布形を調べるため，図1（b）に示すように，  

真値びより比率モデルに従い整合一対比較行列lγ  

3 離散化誤差の定義   

Ⅳ＝（勒）＝（叫／ぴj）のⅧ方≧1の要素に対  

して，その値を離散判定レベル値に固定する．例  

えば，1～9の9段階等間隔線形尺度を仮定すれば，  

Ⅷ烏＝11・3の時に，切り捨て操作により最接近のレ  

ベル値9に固定し，叫＝9となり，加法形誤差を仮  

定すれば，叫＝勒＋e壱ブより，eij＝－2・3となっ  
てしまう・leiJI＜1（あるいは誤差幅＜1）とするた  

めに，これは不都合と考えられ，整数値への固定化  

を考える．  

自然数（ここでは正整数）への離散化法として，切  

上げ，切捨て，四捨五入の操作を考えると，各々の操  
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作での加法形誤差は以下の範囲に分布する．  その誤差分布をシミュレーション実験により調べた．  

加法形誤差を仮定すると，αiJ値に依存した分布形が  

得られるため，加法形誤差の仮定は離散化誤差に関  

しては非現実的であろう．その他の誤差発生メカニ  

ズムの考慮，乗法形誤差の考慮，さらに，一般化誤差  

発生メカニズムの下での各種ウェイト推定能力の比  

較評価，などは今後の課題である．  

切捨て操作  

四捨五入操作  

切上げ操作  
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4 シミュレーション実験   

以下の手順により，真値ウェイトベクトルぴを乱  

数発生し，ぴiJ≧1の要素に対して，離散化操作によ  

りαijを固定し，e壷J＝叫一明を計算し，その分布  

を調べた．  

－シミュレーションの手順●  

1・ぴたを，範囲（0，100）の小数点2桁を持つ実数値   

～一様乱数として発生する（た＝1，．‥，叶  

2・勒＝勒／叫を計算する（五，プ＝1，‥．，m）．  

3・Ⅷ有≧1について，切捨て／切上げ／四捨五入の離   

散化操作により，勒を自然数のαjJに固定化する  

（哀，J＝1，‥．，m）．  

4・乱宥≧1について，eiJ＝α‘J－ぴiJを計算し，度   

数分布を作成する．（豆，メ＝1，…，れ）．  
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5 シミュレーション実験結果   

図2にれ＝10の場合について，真値ウェイトベク  

トルを1000回発生させて，切り上げ操作で生じる加  

法形誤差eiJを計算した結果の度数分布を示す．図  

2は勒≧1を度数累計の対象とし，図3は勒≧5  

を度数累計の対象とした．これより以下の点が判明  

した．  

☆離散化される整数値をdとするならば，dが小   

さい場合（1～3程度）には，eiJの分布は切り上   

げ操作では，［0，1）の範囲で右肩上りであり，e‘J   

分布は一様分布とは言えない．  

☆dが大きい場合（5以上）には，離散化操作に関   

わらず，e壷Jは一様分布に近似的に従う．  
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図3‥n＝10，叫J≧5  
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6 おわりに   

真値ウェイトベクトルぴと測定比較行列Aの間  

の誤差発生メカニズム内で，離散化誤差に注目して  
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